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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月16日(2018.2.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルカリ金属水酸化物と増粘剤との水分散液又は水溶液と、
　次亜塩素酸アルカリ金属塩と、
　界面活性剤と、
の混合物であることを特徴とする水処理施設を洗浄するための洗浄剤組成物。
【請求項２】
　アルカリ金属水酸化物と次亜塩素酸アルカリ金属塩と増粘剤との水分散液又は水溶液と
、
　界面活性剤と、
の混合物であることを特徴とする水処理施設を洗浄するための洗浄剤組成物。
【請求項３】
　前記界面活性剤がアルキルアミンオキシドであることを特徴とする請求項１又は２に記
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載の洗浄剤組成物。
【請求項４】
　増粘剤がポリアクリル酸系重合体であることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項
に記載の洗浄剤組成物。
【請求項５】
　洗浄剤組成物の全体に対して、前記増粘剤が０．０５～１０質量％含まれることを特徴
とする請求項１～４のいずれか１項に記載の洗浄剤組成物。
【請求項６】
　洗浄剤組成物の全体に対して、アルカリ金属水酸化物が０．１～１０質量％、次亜塩素
酸アルカリ金属塩が０．１～１５質量％、及び増粘剤が０．０５～１０質量％含まれ、更
に水が洗浄剤組成物の全量を１００質量％とする量で含まれることを特徴とする請求項１
～４のいずれか１項に記載の洗浄剤組成物。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の洗浄剤組成物を容器に充填してなる洗浄剤物品。
【請求項８】
　アルカリ金属水酸化物と増粘剤とを水に分散又は溶解して、アルカリ金属水酸化物と増
粘剤との水分散液又は水溶液を得る分散又は溶解工程と、
　前記水分散液又は水溶液に、次亜塩素酸アルカリ金属塩及び界面活性剤を添加する添加
工程と、
を有することを特徴とする洗浄剤組成物の製造方法。
【請求項９】
　アルカリ金属水酸化物と次亜塩素酸アルカリ金属塩と増粘剤とを水に分散又は溶解して
、水分散液又は水溶液を得る分散又は溶解工程と、
　前記水分散液又は水溶液に、界面活性剤を添加する添加工程と、
を有することを特徴とする洗浄剤組成物の製造方法。
【請求項１０】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の洗浄剤組成物を、前記水処理施設の洗浄対象に対
して５０～１０００ｇ／ｍ２の割合で施して洗浄することを特徴とする水処理施設の洗浄
方法。
【請求項１１】
　前記洗浄対象が、水処理施設のスクリーンであることを特徴とする請求項８に記載の水
処理施設の洗浄方法。
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